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工事用道路工　　工事延長　L=74.0ｍ

仮橋・仮桟橋工事 w＝6.0m

上部工 109.6 t

覆工板設置 396 m2

仮設高欄 132 m

仮設防護柵工

落石防護柵 H＝3.0m 109 m

法枠吹付工

法枠工 □300　1,500×1,500 3,288 m2 （4,204ｍ）

植生工 240 m2

法面吹付工 ｔ＝8㎝ 54 m2

調査業務

用地測量・補償調査 1 式

地質調査 1 式

1. はじめに

　平成13年7月に斜面点検により地すべり地形を確認し、平成16年に降雨に伴う地すべり変動

を確認し、以後、地すべり観測機器・調査の実施を継続し、平成26年に変動を確認した。

　変動が確認されている法面の直下には、国道1号丸子バイパスがあり、法面防災対策事業の

1工事として、法面防災工事に伴う工事用道路工事を行う予定でした。

　法面防災工事を進める中で、私有地を工事用用地として使用する中で借地契約の締結に時間

を要し、工事内容の変更を余儀なくされ法面工事の法枠吹付工を下段部分の施工のみ行う事と

なりました。

　工事用道路工事については、引き続き線形（ルート）変更の検討及び借地部の用地測量や

補償調査、地質調査を並行し実施しました。
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2. 法枠吹付工における懸案事項とICT法面の試行

　急遽、法面工事を施工する事となり通常工事と異なり準備期間もなく行い、会社内及び協力業者

の協力のもと施工検討を行い、懸案事項の抽出を行いました。

《懸案事項》

1）  法枠吹付工の施工時期が冬期施工となる為、吹付モルタルの強度低下の防止対策及び

品質確保が必要であった。

2）  材料の供給についても施工ヤード（吹付プラント・使用材料置場等）のスペースが

狭隘かつ大型車両の搬入が困難である。

3）  法枠吹付工の施工箇所は、切土整形を行わず、現状法面に合わせて法面清掃完了後に施工する。

 法面整形基面でない為、法枠組立が困難であり、また吹付モルタルの品質に影響を及ぼす恐れ

がある。

法面清掃後の現況 不陸調整箇所測定

4）  法枠吹付工の施工後に鉄筋挿入工の計画があり、施工面が崩積土（堆積土砂）であった為、

鉄筋挿入施工時に孔内崩壊の恐れがあり、その後の施工に影響がある。

5）  施工箇所の平均法長約30ｍあり、出来形検測においては法枠吹付延長が約4,200ｍある

為、出来形管理基準より40ｍ毎の測定106箇所を検測する。

 但し、ICT法面を今後実施していく上で、試行的に実施し、検測成果を検証して今後の

施工に繋げる。

上記5項目の懸案事項に対し解決策の検討を行った。



3. 改善策と実施結果

懸案事項における改善案と実施結果については、下記の通りです。

《　改善案 1）》

　吹付モルタルの配合については、土木工事追加特記仕様書より使用する細骨材の配合比

C：S＝1：4及びW/C＝45%～55％の規定を満たす現場配合を計画し、試験練りを実施した。

（設計条件）

水セメント比 45～55％

単位セメント量 400㎏/ｍ3以上

空気量 空気量4％を想定（一般的な数値）

　また、冬期施工又は夏期施工時において、初期プラスチック収縮ひび割れの発生抑制

を防止する目的とコンクリート小片の剥離・剥落防止（表面剥離の低減）の為、ファイ

バー（モルタル・コンクリート用ポリプロピレン微細繊維）を使用した。

　冬期施工による吹付したモルタルの凍結防止対策として凍結防止剤（ベルワンP）

も含め品質確保を行った。

凍結防止剤（ベルワンP） 投入状況

《 実施結果 1）》

　現場練り吹付モルタルの品質においては、塩化物含有量・圧縮強度σ28は全てにおいて

管理規格を満たし、現場法枠吹付面もクラックの発生もなく、不良箇所もありませんでした。

た。　また、冬期期間での施工でもあり、圧縮強度試験σ7をすべての施工日に実施し、設計

基準強度の70％をすべて上回り、圧縮強度試験σ28の設計基準強度 σck＝18N/mm2に対し平均

圧縮強度25.3N/㎜2であった。

平均値 25.3 N/mm2

最大値 31.1 N/mm2

最小値 19.7 N/mm2

最多値 23.5 N/mm2

データ数 40



《　改善案 2）》

　材料供給は、4ｔ車両をベースとして細骨材（砂）と袋詰めセメントの小運搬を行い、

材料の供給が滞る事の無い様に施工ヤードの位置を施工箇所の奥側とした。

伐採完了後撮影

《 実施結果 2）》

　材料供給の滞りによる作業工程遅延もなく、また作業通路導線と吹付配管等の区分け

を行う事で作業効率の低下も無く工程通り作業を終了できました。

吹付プラント設置状況 資材搬入通路

《　改善案 3）》

　法枠吹付工の施工基面が現状法面で行う為、激しい凹凸部においては型枠と地山との間

に間隙が生じ、変形によるひび割れの発生の恐れがあり、施工が困難であったが現状地盤

と同等となるソイルセメントの下地吹付けをすることで施工精度を確保した。

下地吹付状況 吹付作業状況

《 実施結果 3）》

　下地吹付けを行い、法枠吹付モルタルの型枠及びモルタルの品質の影響を及ぼさない様に

凹凸部を極力なくすことで出来形・品質とも良好であった。

吹付プラント計画位置



《　改善案 4）》

　法枠吹付工の箱抜き（挿入孔）を施工するにあたり、下部法面の現状法面土質が崩積土

（堆積土砂）であり、削孔した孔内壁の自立が困難であると想定されました。

　孔内壁が自立できない場合、単管掘りから二重管による工法を変更し、コアボーリング

を行うなど挿入孔寸法をφ65ｍｍより大きくする必要がありました。

　将来工事の工法変更を想定して箱抜き寸法を大きくすることで施工ロスの軽減に努めた。

箱抜き穴設置 φ65からφ115へ変更

《 実施結果 4）》

今後の施工においての検証となるが、現状地盤土質が崩積土（堆積土砂）であり、法面工事

の経験者及び専門業者からの意見をもとに実施したものでありますが、箱抜き型枠径を大きく

するだけであり、今後において類似工事があった場合には経験知識として参考としていきたい。

《　改善案 5）》

　ICTの活用を順次行っていくなかで、ICT法面工（吹付工）を出来形管理検測で、現場

においては試行活用として実施した。

　法枠吹付出来形においては、従来の出来形管理検測方法とＵＡＶによる検測方法で法枠

の高さ・幅・枠中心間隔（縦・横）を同一箇所で行った。

UAV測量実施状況



《 実施結果 5）》

 前記述にて下地吹付けの実施においても、施工前・後の事前検証の結果は測定誤差は近似値の

数値であった。

 また、当工事において、吹付法枠工でのICT法面工を試行的に活用した結果、出来形寸法の幅

・高さ・枠中心間隔は施工管理基準の規格値内に収まりました。

従来出来形管理写真 UAV点群データ出来形

 法枠吹付工の出来形寸法（幅・高さ・枠中心間隔）の測定値を通常検測とUAV検測で比較検証

を行った。結果、測定数19箇所　平均値で0～4㎜の測定誤差、最大値・最小値では0～20mm誤差

でありました。

　※幅・枠中心間隔の縦横の検測差より高さの前後（奥行き）での検測差において若干ではあるが誤差が現れた。



4. 終わりに

法枠吹付工完了 UAV測量による点群データ

仮桟橋工事　着手

　今回の工事においては、法面防災に関わる工事の為の工事用道路でありました。

　法面工事と並行し工事用道路の工事用道路の線形変更の検討から用地測量・補償調査等を行い、

主たる工種である工事用道路（仮橋・仮桟橋工事）を全延長約525ｍ内65ｍを工期終盤でしたが着工

することでき良かったと思いました。今後、この経験が違う施工場所で生かせれる様にしていきたい。


